
広報
• • 

〈平成10年 6月 No.300) 

平成9年度財政状況報告 …… .2.3

平成9年度完成事業報告 4 
役場各課紹介(国土調査課) ...........5 

国保・年金 . . .. . .. .. ..... .. ...... . . .. ..... . .... . . 6

税金 ・ ・・ … 一 ....................7 

保健 .. ...一一 … … .. .... . 8 ・ 9

社会教育 ... . ... . .. .. .. . ... . ......... ... .. . . .. . .. . 10

シリーズ人権…・……ー 一一. . ・ . ... . ..... 11

埋蔵文化財包蔵地一部変更 . . . . ..... 12

衛生委員・消防団役員・交通指導員名簿 13 

お知らせL こんなこと・あんなこと 14 ・ 15

戸籍の窓・おめでとう・町民力レンター … .... 16

、

5月1 日現主

世帯数 7 ,964(+64 

人口 22，586 (+63

男 10 ，828 (+34

女 11 ，758 (+29



状況公表 | 
(3月末現在

財政状況の公表に関する条例 I

荷受 ム
一A
計 予 算 執 fT 状 況

5億円 γ断円)

4 一一一 ーーーー ーー ーーー
予算現額

一一一一一一噌

7，840，350千円 81.2%
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明蕊干与/
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門

科 自
地方 町 干え 町 債 県支出金 支国出庫金 繰越金 繰入金 地議与税他方 分負担担金 諸収入 使及手用数料料 財 産収入交 付税 及金

予算現額 2,230,626 1,818 ,307 842,200 757,597 653 ,671 445 ,525 398 ,268 267,594 220,336 113 ,11 9 75 ,622 17,485 

収入済額 2 ,247,922 1,905,710 117,800 267,548 315 ,206 445,525 398,265 292,938 188,275 97,548 71 ,198 16.611 

5億円 、単位千円)

4 一一一 ーーーー ーーーーー

予算現額
ーーーーーー

7，840，350千円 77.1%

3 一一一 ーーーー

ド締1千匹/
2 ーーーー 一一ーー-ーー ーーーーーー ー

F 
一一一一一 一 ーー ーーーーーーー ーーーー ーー ー

h 門 円

科 目 土木費 民生費 総務費 農産林業水費 教育費 公債費 衛生費 消防費 議会費 復災旧 害費 商工費 予備 費

予算:現額 1,766,457 1,517,293 1,272 ,468 958,819 638,624 602,974 582,691 299,943 117,115 5 1,034 30,932 2.000 

支出済額 1,330,112 1,389,2 10 677,435 567,246 600,307 600,964 44 1,889 283,132 11 5,262 9,88 1 30,743 。
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重信町財政
平成 9 年度 l

地方自治法および重信町 l

特別 A 
-:z:ミ 計予算執行状況 (単位.千円)

lヨスL 計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老 人 T某 健 2 ,343 ,341 1,961 ,522 83.7 
% 

2 ,0 16 ,159 86.0 % 

国 民 健 康 保 険 1,375 ,625 1,232,751 89.6 1,044,628 75.9 

簡 易 道 事 業 229,972 197 ,300 85.8 182,477 79.3 

土地区画整理事 業 93 ,059 93 ,057 100.。 93 ,057 100.0 

農業集落 排水 事業 194,753 42 ,362 21.8 159,070 81.7 

11IJ 丹邑ん 墓 地 285 ,153 157 ,681 55.3 157 ,68 1 55.3 

町民が負担する税
税額

1 ，8 18 ，307 ，000円

1人当たり (人口22 ，523人)

80 ，731 円

1 世帯当たり (7 ，900世帯)

230， 165円

地

税等の収納状況
(単位千円)

予算額 収入済額

町民税 968,173 994,773 

固定資産税 703 ,3 17 749,823 

国保税 380,644 398 ,139 

水道料 173 ,901 160,235 

その他の税 146,817 161 ,113 

方債 の 現在

町税の内訳

古
同

(単位千円)

起「債~区~分~借~入~先~区」分 資金運用部 年 金 簡易保険 公営企庫業 共済組合 市中銀行 振市興町協村会 計ー
金融公

一 般公共事業 442,677 442,677 

一 般単独事業 1,142,579 946,603 32.400 25 ,980 303 ,461 144.700 2,595 ,723 

公営住宅建設事業 138,700 201,373 20,153 360,226 

義務教育施設整備事業 222,53 1 169.069 391,600 

公共用地先行取得事業 58 ,462 58,462 

災害復旧事業 23,74 1 23 ,741 

一般廃棄物処理事業 556,600 556,600 

厚生福祉施設整備事業 117.091 117,091 

地域改善対策特定事業 296,703 296,703 

減収補てん債 25 ,250 25 ,250 

財 源 対 策債 4,938 74.764 20.450 3,400 103,552 

臨時財政特例債 196,602 196.602 

公共事業等臨時特例債 34,596 34,596 

減税補てん僚 479 ,405 479,405 I 
調 整 債 4,422 4,422 

上水道事業 12,100 15,200 27,300 

2,776,463 748 ,455 1,390,957 7 1,153 25.980 556,242 144,700 5,7 13,950 
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平
成
9

年
度

志津川墓園拡張工事
総事業費 425 ， 819千円

重信町総合公園進入路改良工事
総事業費 190 ， 564千円

別府佐川線道路改良工事
総事業費 53 ， 307千円

建

重信町総合公園整備事業
総事業費 147 ， 720千円

(内簡易保険積立金還元融資額 65 ，000千円)

そ
の
他
の
事
業

町
民
体
育
館
建
設
事
業

総
事
業
費
二
七
八

、

六
二
八
千
円

(内
簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資
額

七
一

、

0
0
0
千
円
)

小
規
模
零
細
地
域
営
農
確
立
促
進
対
策
事
業

総
事
業
費
九
、
七
八
八
千
円

(内
簡
易
保
険
積

立
金
還
元
融
資
額

一
、
九
O
O
千
円

)

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
分

別
収

集
が
始
ま
っ

て
二
ヶ

月

が
経
過

し

ま
し
た

。

各
地
区
と
も

、

集

積
場
の
管
理
を
さ
れ
て

い
る
方

を
は
じ
め

、

住
民
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ

り
ほ
ぼ
順
調
に

行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い

一
部
の
人
の
た
め
に

、

地
区
に
よ

っ

て
は
大
変
迷
惑
を

し
て
い
ま
す
。

燃
や
さ
な
い
ご
み
を
出
す
時

は

、
必
ず
次
の
こ
と
を
守

っ

て

下
さ
い
。

-
決
め
ら
れ
た
日
時
に
、
決

め
ら
れ
た
集

積
場
に

、

決

め
ら
れ
た
も
の
を

出
し
て
下

さ
い
。

-

袋
は

、

無
色
透
明
で

印
刷
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
使
っ

て
下
さ
い
。

(
着色
さ
れ
た
袋

や
半
透
明

の
袋
、
町
指
定
の

燃
や
す
ご
み
の
袋
は
使
え
ま

せ
ん
。
)

・

容
器
類
に
入
っ

て
い
る
中
身

は
、
必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら

出
し

て
下
さ
い
。

-

容
器
類
は

、

簡
単
に
す
す
い

で
水
を
切
っ
て
か
ら

出
し
て

下
さ
い
。



コ
ン
ニ
チ
ワ

国
土
調
査
課
で
す

役
場
各
諜
紹
介
の
第
十

三
回
目

と
な
る
今
回
は
、
土
地
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
、
町
民
に
情
報
を

提
供
す
る
国
土
調
査
課
で
す

。

担
当
課
に
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー

し
ま

し
た
。可

役
場

4

一
音
課
紹
介
一

一
⑩
一

広報しげのぶ5 

ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か

土
地
の
戸
籍
調
査
と
も
い
う
べ

き
も
の
で

、

一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め

、

正
し
い
位
置

・

境
界

・

地
番

・

地
目

・

所
有
者

・

面
積
等

、

表
示
事
項
を
明
確
に
し

、

新
し
い

地
図
と
台
帳
を
作
成
す
る
基
礎
的

な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
国
土
調
査
が

必
要
な
の
で
す
か

国土調査課職員

現
在
の
土
地
台
帳

・

公
図
は
、

明
治
の
初
め
に
で
き
た
も
の
で
あ

り
、

当
時
の
測

量
技
術
の
未
熟
さ

と
長
い
年
月
の
移
り
変
わ
り
に
よ

っ

て
現
況
と
必
ず
し
も

一
致
し
て

い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で

、

あ
ら
ゆ
る

土
地
の

一
筆
ご
と
の
境
界
を
最
新

の
測
量
技
術
と
精
密
な

-調
査
に
よ

っ
て

、

皆
さ
ん
の
大
事
な
財
産
を

明
確
に
し

、

そ
の
権
利
を
保
護
す

る
た
め

、

国
土
調
査
は

必
要
な
の

で
す
。

で
は
、
国
土
調
査
を
す
る

と
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
の
で
す
か

一
、
測
量
の
費
用
と
時
間
の
節
約

が
で
き

、

正
確
な
計
画
施
工
が
可

能
と
な
り
ま

す
。

一
、
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
に

な
り
ま
す
。

一、

公
租

・

公
課
の
負
担
の
公
平

化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

町
内
全
域
の
国
土
調
査
が

終
了
す
る
ま
で
に
、
ど
れ

く
ら
い
の
期
聞
が
か
か
る

予
定
で
す
か

本
町
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら

拝
志
地
区
、
平
成
元
年
か
ら
南

吉

井
地
区

、

そ
し
て

、
四
年
か
ら

北
吉

井
地
区
の
国
土
調
査
を
実
施
し

、

九
年
度
末
、
樋
口
ま
で
終
了
し

、
山

之
内
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら

山
之
内
の
調
査
に

取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
が

、

ま
だ

重
信
町
全
体
の
約
四
十
四
%
の
面

積
が
残
っ

て
い
ま
す
。

今
の
人
数

と
同
じ
測

量
方
法
で
実
施
す
る
と
、

面
積

・

現
況

・

予
算
等
を
考
慮
し

て
、

ま
だ
約
十
年
は
か
か
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

国
土
調
査
課
よ
り
一
言

各
地
区
で
調
査
を
実
施
し
た
際

に
は

、

地
元
役
員

・
地
元
推
進
委

員
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り

、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後

、

国
土
調
査
の
成
果
を
有

効
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

てめとくした一増七少県をにて こ て がの団 社 会わ五
柳 行改し 出は ゴつ 加十 し同考重 、 十「 町 行も 体 会副ら 日 葉 平
沢き革てき 順 ミでし市て ぇ点出 ー ま長わ と か教議ず 、 桜 守ー
県たす 、 れ調のあて 町 い現てを境世もかれ 、 ら育長 、 ごの
議九べ住てで分るお 村 る在いお 問 紀ならた婦数謀 、和 多美 →ー
か」きみい 、別 。りのが人るい題に三一 祝 。 人 名長高田 忙 し 店 主
らこと易た八収 四、 な 、 口 。 たと向 d 詞 会のを橋 町 のい 姉 年
は詰 こ い 。 十 集 月 重か県が愛行福かえと 公会は教長な 、 E長

計 2 11 合 E32 辞 Z 説話」ーとly i -「 5A E 初i f 三 塁在住
イ言 o 改す増はべ実は!日J • .6l _， 1 .信町婦人害総書 I I ::_" 、 、 沢も四 玄回二f

刷 In -''7' ・E・._. I I ::ü 開 -r町 革るの正り 施 その..l" !聞置盟国・・I .!出婦 中 県か月 出 ι
に した町 し 出しのみ圃也h 醤掴圃・・・・・Lá ー 席人 川 議か十 lE

住
ん
で
良
か
っ
た
と

、
町
民
が
思
え

る
地
域
と

し
た

い
。

介
護
保
険
が
実

施
さ
れ
る
と

、

職
員
の
数
も
多
く

必
要
と
な
る
。

今
後
は

、

行
政
に
す

べ
て
を
頼
ら
ず

、

自
ら
考
え
て
守
る

べ
き
も
の
は
守
り

、

必
要
が
あ
れ
ば

、

行
政
に
要
望
し
て
欲
し
い
。
三
十
年

』
同

後
の
世
界
の
人
口
は

、

現
在
の
五

?

十
六
億
人
か
ら
八
十
億
人
へ
増
加

卜
」

が
見
込
ま
れ

、

水
と
食
糧
の
不
足

間

国
!
J
が
心
配
さ
れ
る
。

飢
…
羽

割
訓
仏
駄
を
省
く
こ
と
を
考噂

下
ド
一ぇ

、

食
物
を
大
切
に
し

吠

r
h
)i

J
て
も
ら
い
た
い
。

」
と
話

ロ

噴

一さ
れ
た
。

総
会
行
事

H
M

4
4

川

止
の
あ
と
、町
生
古
川
泉
竜

}

一
一J
A

E
1

雇

伊豆
i
蝿
謀
長
か
ら
「
今

、

注
目

k

師
一-F
1
3
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン

は
極

L
1

F
V
よ
め
て
毒
性
が
強
く、
発

伊

畏
K
M
ガ
ン
性
を
も
っ
。

次
世

は

代
を
お
び
や
か
す
環
境
ホ
ル
モ
ン
と

丹

も
関

係
が
深
い
。

重
信
町
の
新
焼

却
炉
は

、

国
の
規
制
に
充
分
達
成

し
て
い
る
の
で

、
町
の
ゴ
ミ
収
集
に

協
力
し

て
処
理
し
て
欲
し

い
。

」
と

話
さ
れ
た
。

環
境
問
題
を
考
え

、

全

会
員
に

、

ス
プ
レ
ー

か
ん
の
穴
あ
け

器
と
透
明
ゴ
ミ
袋
を
配
布
し
て

、

総

会
を
終
了
し
た
。

(
会
長

，、-・、-・........ 園、

藤
岡

惰
子
)
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固

{呆

入
院
の
際
の
食
事
代
に
つ
い
て

現
在
、
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
の

、

入
院
時

の
食
費
は
、
他
の
医
療
費
と
別
枠

で
次
の
と
お
り
定
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す

。

標
準
負
担
額

一
日
に
つ
き
七
六

O
円

た
だ
し

、

次
の
場
合
に
該
当
さ

れ
る
方
は

、

負
担
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

①
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方

一
日
に
つ
き
六
五

O
円

②
①
に
該
当
さ
れ
る
方
で

、

過
去

一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
十
日
を

越
え
る
場
合

一
日
に
つ
き
五

O
O
円

③
①
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
老
齢

福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場

ム
ロ

一
日
に
つ
き
三

O
O
円

白
②
③
に
該
当
さ
れ
る
老
人
保

健
医
療
受
給
者

、

及
び
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
現
在
入
院
さ
れ
て

い
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
に
て

標

準
負
担
額
減
額
認
定
申
請
手
続

き

を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
現
在

、

減
額
認
定
証
(
有
効
期
限
・
平
成
十

年
五
月
三
十
一
日
)
を
お
持
ち
の
方

も
、
更
新
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

※
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方

-

印
鑑

・

受
給
者
証
・
健
康
保

険
証

・

領
収
書
(入
院
日
数
が

確
認
で
き
る
も
の
)

※
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

-

印
鑑
・
保
険
証

・

領
収
書

(
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
も

の
)

年国

金民

一一 一

四
十
才
以
上
の
方
の
年
金
権
確
保
の
た
め
に

皆
さ
ん
が
加
入
す
る
国
民
年
金

は
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
聞

の
四
十
年
間

加
入
す
る
と
、
満
額

の
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

そ

の
聞
に

二
十
五
年
以
上
公
的
年
金

制
度
に
加
入
し

、

保
険
料
を
納
め

る
か
、
保
険
料
の
免
除
の
扱
い
を

受
け
た
場
合
に
は

、

加
入
期
間
に

応
じ
た
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

制
度
に
加
入
し
て
い

て
も
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か

っ

た
場
合
に
は

、

年
金
額
が
少
な
く

な
っ

た
り
、

二
十
五
年
の
資
格
期

間
を
満
た
さ
ず
、
無
年

金
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
六
十

才
以
上
で
も
六
十
五
才
に
な
る
ま

で
は
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た

加
入
期
間
が
不
足
し

て
い
る
た
め
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
方
や

、

満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
方
に
つ

い
て
も

、
加
入
期
間
を
増
や
す
道

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に

受
給
権
の
確
保
を
図
る

た
め
に
、
六
十
五
才

以
上
七
十
才

未
満
の
方
で
、

加
入
期
間
が
不
足

し
て
い
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
な
い
場
合
に
は
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
で
き
る
特
例
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
例
加
入
に
つ
い
て
は
、

昭
和
三
十
年
四
月

一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
特

例
加
入
は
、
六

十
五
才
以
前
の
任
意

加
入
と
異
な

り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間

(
最低
二
十
五
年
)
を
満
た
し

た
時
点
で

、

任
意
加
入
が
終
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
将
来
の
ラ
イ

フ
0

フ
ラ
ン
に
つ
い
て

、

考
え
て
み

て
は

・
・
:
・
・。

詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
の
国
民

年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、
a

n
u

ト
v

H

重
信
川
H

洪
水
予
報
指
定
河
川

建
設
省
(
松
山

工
事
事
務
所
)
と

気
象
庁
(
松
山
地
方
気
象
台
)
が
共

同
し
て
行
う
「
洪
水
予
報
指
定
河

川
」
に
重
信
川
を
指
定
し
、
洪
水
時

に
地
域
の
雨
量

、

水
位
及
び
流
量

な
ど
を
示
し
た
洪
水
予
報
を
発
表

し
、
県
や
市

町
村
、
報
道
機
関
等

を
通
じ
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
周
知

致
し
ま
す
。

。
洪
水
予
報
の
種
類

重
信
川
洪
水
注
意
報

・
・
・
洪
水
に
よ

り
災
害
が
お
こ
る
と
予
想
さ
れ

る
と
き
注
意
を
促
す
。

重
信
川
洪
水
警
報

・
・
・
・・
・
洪
水
に
よ

り

相
当
大
き
な
災

害
が
お
こ
る

と
予
想
さ
れ
る
と
き

、

十
分
な

警
戒
を
促
す
。

重
信
川
洪
水
情
報
・
・・
・・
・洪
水
注
意

報
、

洪
水
警
報
を
補
足
す
る
。

。
洪
水
予
報
の
活
用

大
雨
が
降
り

、

重
信
川

で
洪
水

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、

河
川

の
水
位
な
ど
を
予
想
し
、
水

防
団
、
関
係
行
政
機
関
、
住
民
の

皆
さ
ん
へ
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り

、

①
洪
水
の
被
害
か
ら
地
域
を
守

る
水
防
活
動
が
よ
り
迅
速
か

っ
円
滑
に
行
えま
す
。



ー
給
与
支
払
者
及
び
納
税
者
の
皆
様
ヘ
|

平
成
一
旬
隼
慶一分
個
人
住
民
税
の
精
別
漏
税
に
つ
い
て

(
町
県
民
税
)

五
月
十

一
日

、
「地
方
税
法
及
び

地
方
財
政
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
(
案
)
」
が
、
閣
議
決
定
の
う
え

国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

法
律
(
案
)
が
成
立し
施
行
さ
れ
ま

す
と
、
平
成
十
年
度
分
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
、
特

別
減
税
が
追

加
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
伴
う
徴
収
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
給
与
支
払
者
及
び
給
与
所
得

が
あ
る
方

平
成
十
年
度
に
お
い
て
は
、
特

別
減
税
の
追
加
に
伴
い
、
例
年
五

月
末
日
ま
で
に
通
知
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
特
別
徴
収
税
額
通
知

書
の
通
知
期
限
が
六
月
末
日
ま
で

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
町
で
は
給
与
支
払
者
に

対
す
る
通
知
を
六
月
十
日
ま
で
に

7 広報しげのぶ

税
金

行
い
ま
す
。

二
公
的
年
金
等
を
受
け
て
い
る

方
及
び
事
業
所
得
等
が
あ
る
方

特
別
減
税
の
追
加
に
伴
う
、
第

一
期
の
納
期
の
変
更
は
行
わ
ず
、

例
年
と
お
り
六
月
中
旬
に
納
税
通

知
書
を
送
付
し
、
六
月
末
日
を
第

一
期
の
納
期
限
と
し
ま
す

。

三
所
得
証
明
等
の
発
行
時
期

所
得
証
明
等
の
発
行
は
六
月
十

日
か
ら
と
な
り
ま
す

。

改
正
案
に
よ
る

特
別
減
税
の
概
要

前
記
の
法
律
(
案
)
が
成
立
し
、

施
行
さ
れ
ま
す
と
平
成
十
年
度
分

の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
特
別
減
税
が
追
加
実
施
さ

れ
ま
す
。

。
特
別
減
税
額

(
追
加
分
)

(
計
)

改
正
案

(
当
初
分
)

現
行

本
人

八
千
円

九
千
円

一
万
七
千
円

控
除
対
象
配
偶
者

四
千
円
四
千
五
百
円
八
千
五
百
円

扶
養
親
族
一
人
に
つ
き

四
千
円
四
千
五
百
円
八
千
五
百
円

た
だ
し
、
減
税
額
の
合
計
額
が

そ
の
人
の
平
成
十
年
度
分
の
個
人

住
民
税
所
得
割
額
を
超
え
る
場
合

に
は
、
そ
の
所
得
割
額
が
限
度
額

と
な
り
ま
す
。

例
え
ば

、

夫
婦
と
子
供
二
人
の

四
人
世
帯
の
場
合
、
改
正
案
に
よ

る
特
別
減
税
額
は
、
平
成
十
年
度

分
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
を
限

度
と
し
て
、
四
万

二
千
五
百
円
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
均
等
割
、
公
社
債
又
は

預
貯
金
の
利
子
に
対
す
る

利
子
割

及
び
退
職
所
得
に
対
す
る
分
離
課

税
に
係
る
所
得
割
は
減
税
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

。
特
別
減
税
の
実
施
方
法

①
給
与
所
得
が
あ
る
方
(
特
別

徴
収
の
場
合
)

平
成
十
年
六
月
に
お
い
て
均

等
割
額
及
び
所
得
割
額
と
も
に

徴
収
せ
ず
、
改
正
案
に
よ
る
特

別
減
税
額
を
控
除
し
た
後
の
年

税
額
を
同
年
七
月
か
ら
翌
年
五

月
ま
で
の
十

一
ヵ
月
間
で
徴
収

し
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
を
受
け
て
い
る

方
、
事
業
所
得
等
が
あ
る
方

(
普
通
徴
収
の
場
合
)

平
成
十
年
度
第
一
期
分
と
し

て
納
付
す
べ
き
個
人
住
民
税
額

か
ら
改
正
案
に
よ
る
特

別
減
税

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

第

一
期

分
で
控
除
し
き
れ
な
い
分
に
つ

い
て
は
第

二
期
分
以
降
順
次
控

除
さ
れ
ま
す
。

(
注:
・

本
記
事
に
つ
い
て
は
、
広
報

配
布
時
に
は
、
法
律
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
)

6月の納税
町県民税第1期

納税期限

6月 30 日(火)

②
洪
水
時
に
水
防
活
動
の
本
部

と
な
る
市
町
村
等
に
情
報
が

伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

警
戒
、
避
難
体
制
な
ど
の
実

施
が
よ

り
迅
速
か
つ
円
滑
に

行
え
ま
す
。

③
洪
水
時
の
河
川
の
水
位
情
報

な
ど
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

緊
急
時
の
自
衛
手
段
を
行
う

際
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

。
洪
水
予
報
の
区
間

重
信
川

・
表川
合
流
点
(
重
信
町

下
林
)
か
ら
重
信川
河
口
(
松山
市
)

ま
で
の
十
七
・

二
回
。

問
い
合
わ
せ
先

四
国
地
方
建
設
局

松
山
工
事
事
務
所

冨
九
七
二
|

0
0
三
四

松
山
地
方
気
象
台

防
災
業
務
課

冨
九
三
三
|

一
二六
一
O
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{呆

健

七
月
十
日

倒

午
前
十
時
1

十
二
時
三
十
分

町
民
会
館

一
階
調
理
室

場
所

内
容健

康
の
秘
訣
は
台
所
か
ら
①

一
ー

さ
ら
さ
ら
血
液
に



一

な
れ
る
食
事

一

①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
手
な

-

摂
り
方

・

一
⑦
)食
物
せ
ん
い
を
摂
ろ
う

一

-

(
講
義
と料
理
実
習
)

一

一講
師

重
信
町
福
祉
課

一

一

管
理
栄
養
士

準
備
物

エ
プ
ロ
ン
、
タ
ッ
パ

一

ー
、

タ
オ
ル

、

筆
記
用
具

一

申
し
込
み
方
法

圃

七
月
三
日
幽
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

す
で
に
申

し
込
ま
れ
た
方
は
か
ま

い
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

富
九
六
四
l

四

一
七
O

ま
た
は

富
九
六
四
|
二
O
O

一
附

内
越
三

・

一
二
一
一

初
め
て
生
え
る
大
人
の
歯
は
、
お

母
さ
ん
が
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

四
1

六
歳
児
の
歯
科
相
談
を

行
い
ま
す
。

対
象

就
学
前
の
幼
児
四

1

六

一
品
川旧
ル

一日
時

毎
月
第

一一一水
曜
日

午
後

一
時
1

(※
予
約
制
)

場
所

愛
媛
県
松
山
中

央
保
健
所

歯
科
相
談
室

内
容

歯
科
相
談

・

健
診
、
ブ
ラ

一

ッ
シ
ン
グ
指
導

、

保
健

・

栄
養
指

一
導

、

フ
ッ
素
・
サ
ホ
ラ
イ
ド
塗
布

園

料
金

有
料

問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
北
持
田
町

一
一
一
一
一
一

愛
媛
県
松
山
中

央
保
健
所

健
康
増
進
課

宙
九
四

一ーー

一
一
一
一

(内
線
二
六
二
)

※
必
ず
電
話
予
約
を
し
て

下
さ

、
。iv 

基本健康診賓 (無料)
検 査 日 時 芸ロ会グ 察 日 時 場 所

7月 6 日 (月 ) 9 : OO ~ 11 : 00 7 月 22 日 体) 9 : OO ~ 11 : 00 南野田集会所

" 13 : 00 ~ 15 : 00 " 13 : OO ~ 15 : 00 下 林 集 A企~ 所= 
7月 8 日 (水) 1 3 : 00 ~ 1 5 : 00 7月 24 日 (金) 9 : 00 ~ 11 : 00※ 南吉井小学校体育館

7月 13 日 (月) 1 3 : 00 ~ 1 5 : 00 7月 29 日同 9 : OO ~ 11 : 00※ 北吉井小学校体育館

8月 4 日 (火) 9 : OO ~ I1 : 00 8月 19 日 (樹 9 : OO~ 11 : 00※ 岡T 民 dヨ』Z 館

8月 6 日 (柄 ・ 7 日 (金) 8 : OO~ 11 : 00 9月 3 日休) ・ 4 日 (金) 9 : OO~ 11 : 00※ 上 林 公 民 館

9月 9 日同 9 : OO ~ 1I : 00 9月 25 日 (金) 9 : OO~ 11 : 00 四I 民 ..6- 館= 
10月 2 日 (金) 9 : OO~ 11 : 00 10月 16 日 (金) 9 : OO ~ 1I : 00 国]ー 民 dzsz h 館

(検査内容) (診察内容)
- 尿検査 (糖、蛋白 、 潜血) ・ 身体計測 ・ 血圧測定 医師の診察 ・ 生活指導 、 保健婦の

- 問診 ・ 血液検査 生活相談、 栄養士による栄養相談。 ※配布しました日程

a . 脂質(総コレステロール、 HDLコ レステロール、 表の、「基本健康診
中性脂肪) 査診察 日 」の受付

b. 貧血検査 (血色素 、 ヘマトクリット、赤血球数) 時間を訂正したの
c . 肝機能 (GOT、 GPT、 y -GTP) で、お間違いのな

d. 血糖検査 巴 . 腎機能 ( クレアチニン ) いようにお願いし

f.尿酸 g. ALP ます。

- 精密検査(必要な方のみ)

HbAI C、心電図、 IIR底検査

還
暦
を
節
目
に

、

健
康
管
理
に

役
立
て
る
た
め

、
満
六
十

一
歳
を

迎
え
る
方
を
対
象
に
、
六
月
1

八

月
の
問
、
町
内
の
指
定

医
療
機
関

で
個
別
に
基
本
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
対
象
と
な
る
昭
和
十
三

年
生
ま
れ
の
方
は
、
既
に
送
付
し

て
い
る
案
内
書
を
よ
く
読
み

、

ぜ

ひ
受
診
し
て
下
さ
い
。

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
食

中
毒
の
発
生
が
最
も
多
く
な
る
時
期

で
す
。

食
中
毒
は
、
細
菌
が
食
物
に
付
着

し
、
そ
の
食
物
の
中
で
大

量
に
増
殖

し
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
に
よ

っ

て

起
こ
り
ま
す
。

で
す
か
ら

、

食
中
毒

一を
防
ぐ
た
め
に
は

、

菌
を
「
付
け
な

一い
」
「
増
や
さ
な
い
」
、
そ
れ
に
「
菌
を

殺
す
」
こ
と
が
大
原
則
に
な
り
ま
す0

・
菌
を
付
け
な
い

一
1

洗
う
1

一
調
理
を
始
め
る
前
に

、

使
、
つ
野
菜

.

や
調
理
器
具
を
洗
う
こ

と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、

一
番
の
基
本
は
手
を
洗



各種検診ご案内(必す事前に申し込みを!)
検診名 検 診 内容 対象者 料金 月 日 受付時間 士曇 所

13 : 30 ~ I4 : 00 山 之内公民館
6月 29 日 (月) 14: 30~ 1 5 : 00 山 之 内井口公民館

15: 30~ 1 7: 15 横河 原 公民館
13 : 30 ~ 14: 30 堀池集会所

核 1 8才以上
6月 30 日ω 14 : 50 ~ 15 : 50 牛測集会所

胸部エックス線検査 ?f正料 16 : 1 0 ~ 17 : 15 牛i別団地第一集会所
検 急ロs会' の方

13 : 30 ~ 14: 30 八反 地 集会所

7月 l 日 (水) 14 : 50 ~ 16 : 00 志津 川 集会所
16 : 20 ~ 17 : 15 西岡集会所
13 : 30 ~ 14 : 30 田窪田 地 集会所

7月 2 日 (木) 14 : 50 ~ 15 : 50 見 奈 良公民館
ーーー ー ーーー一一ーーー ー ー ーーーー一一一一一一 一 一 ーーーーー ー一一一一 一 一 ーーー ーーー ー

樋 口公民館16 : 1 0 ~ 17 : 15 

7月 3 日倒
13 : 30~ 15 : 30 田 窪 公民館
16 : OO~ 17 : 15 上村 公民館

7月 6 日 U'J)
9 : OO ~ II : 00 南野 田 集会所

肺がん 胸部エ ッ クス線検査、 40才以上
1 3:00~ 1 5 : 0。 下林集会所

200円 13 : 30 ~ 14 : 00 新村集会所
検 急ログ会 問診 の方

7月 7 目 。。 14 : 20 ~ 16 : 00 南野田区 倉 庫 前

16 : 40 ~ 18 : 30 |町 民 l主〉主、 飽
7 月 8 目 。'1<) 1 3 : 00 ~ 1 5 : 00 南吉井小学校体育館
7月 1 3 日 開) 1 3 : 00 ~ 15 : 00 北吉井小学校体育館

8月 6 日 (木) ・ 7 日幽 7 : 30 ~ II : 00 上林公民 館
7月 l 日同 ・ 2EI (木) 13: 00 ~ 1 4 : 00 IllT 民 ￡zz 』 範

子宮けいがん
問診 、 視診 、 細胞診 600円

7 月 6 日 (fJ) 13 : 00 ~ 14 : 00 l~ 林集会 所

検診R~ 7月 8 日制 1 3 : 00 ~ 14 : 00 南古井小学校体育館

『 ー ーーーーー一一一一一 一一 ーーー ー ー ーーー ー ー ーーーーーー

30才以上
一一一ー一一

7月 1 3 EIU'J) 13 : 00 ~ 14 : 00 北吉井小学校体育館
の女性 8月 6 日 (柑 13 : 00 ~ 14 : 00 上林公民館

乳がん
問診、視診、触診 300円

8月 28 日幽 13 : OO~ 14: 00 北吉井小学校体育館

検 ZローEト' 9月 1 6 日 (火) 1 3 : 00 ~ 14 : 00 南吉井小学校体育館
1 0月 2 日 任当 1 3 : 00 ~ 14 : 00 |町 民 izz 〉、 能

胃がん 問診、
7月 2 日 付命

900円 7月 3 日幽

検 n芸会~ 胃部エ y クス線検査 7月 6 日 (月)
118- 民 lzL z 館

一一一 一一一一 ーーー ー一 ーーーーー ーー ー ーーー ーー ー ー ーーー

40才以上
7月 7 日ω 7 : 30~ 9 : 30 

の方
ー ー ーーーー

大腸がん
問診、便潜血検査

8月 6 日 (木)
上林公民館

検 芸R~会
500円 8月 7 日 ~0

1 0月 2 日幽 I゚J 民 tzh z 自官

前立腺がん 問診、 I血液検査、 55才以上
300円 1 0月 上旬予定 13: 30~ 1 4 : 30 IllT 民 Zih 2S 

検 ロ芸ノ会 直腸診 の男性

午 結核・肺がん検診

セット
胃 -大腸がん検診

※ご案内しまし
7 : 30 ~ II : 00 

前 基本健康診査
検 ZロsEト' たように申し 8月 24 日 (月)

(一日ですべての
込みは 5 月 27 9月 2 日 付d 118 民 ぷzz〉、 能

検診が受けられ 子宮けいがん - 日 に締め切 り 1 0月 1 2 日 例)

ま士一)
午 乳がん検診 ました。

13 : 00 ~ 15 : 00 
後 結核-)jiIïがん検診

基本健康診査

う

こ
と
。

食
物
を
扱
う
手
が
媒
介
と

な
っ

て
、

食
物
に
菌
を
付
け
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す。

.

・
菌
を
増
や
さ
な

い

一

1

低
混
保
存
1

.

わ
た
し
た
ち
の
周
囲
は
無
菌
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら

、
細
菌
は
多
少
な

り

と
も
食
べ
物
に
付
い
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
し
ょ
う

。

要
は

、

そ
の

細

菌
を
食
物
の
中
で
増
や
さ
な
い
よ
う

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す

。

.

そ
の
た
め
の
方
法
は
、
冷
蔵
庫
や

一

冷
凍
庫
で
の
低
温
保
存
。

ほ
と
ん
ど

一

の
細
菌
は
室
温

(摂
氏
二
十
度
ぐ
ら

い
)で
は
活
発
に
増
殖
し
ま
す
が

、

摂
氏
十
度
以
下
で
は
増
殖
の
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
な
り

、

O
度
以
下
で
は
活

動
を
停
止
し
ま
す
。

と
い

っ

て
も

、
細
菌
が
死
滅
す
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
冷
蔵
庫
や
冷

一

凍
庫
を
過
信
せ
ず

、

早
め
に
食
べ
き

回

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

-
菌
を
殺
す

1

加
熱
調
理
1

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
、
高
祖
で
死

滅
し
ま
す
か
ら
、
し

っ
か
り
加
熱
調

理
す
る
こ
と
も
食
中
毒
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

目
安
は
、
中
心
部
の
温

度
が
七
十
五
度
以
上
で

一
分
以
上
加

熱
す
る
こ
と
。

中
心
部
ま
で
き
ち
ん

と
火
が
通
る
よ
う
に
注

意
し
て
調
理

l
)宇
品
'し
ょ
、
っ
。
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ー
親
子
で
望
遠
鏡
を
作
り

、

天
体
観
測
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
1

内
容

天
体
望
遠
鏡
や

星
座
早
見

盤
を
親
子
で
制
試
作。

日
時

七
月
四
日

ω

午
後
七
時

三
十
分
1

九
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館
二
階

第
一
・

二
研
修
室

講
師

四
国
天
文
協
会
会
員

堀

寿
夫

先
生

募
集
家
族
数

二
十
家
族

材
料
費

三
、
五
O
O
円

持
参
品

ハ
サ
ミ

・

セ
ロ
テ

l

プ

申
し
込
み
締
め
切
り六

月
三
十
日
ω

申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

富
九
六
四
!

一
五
o
o
m

⑤
九
六
四
l

五
O
二
五

ー
あ
な
た
を
明
る
く

爽
や
か
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ー

六
月
二
十
三
日

同

「飾
ら
な
い
普
段
着
の
生
き

生
き
し
た

言
葉
遣
い
の
中
に
、
あ
な
た
ら

し
さ

を
発
見
し
ま
し
ょ
う
」
1

そ
し
て
日

本
語
の
良
さ
も
見
直
し
ま
し
ょ
う
1

七
月
六
日

同

「改
ま
っ

た
場
所
で
も
、
落
ち
着
い

て
あ
な
た
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
に

は
?
」
1

T
-
P
-
O

に
ふ
さ
わ

し
い

言
葉
遣
い
を
見
直
そ
う
1

時
間

午
後
七
時
三
十
分
i

九
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館
二
階

第

一
・

二
研
修
室

募
集
人
数

二
十
名

講
師

元
南
海
放
送
ニ
ュ
ー
ス
キ

ヤ
ス
タ

l

・
南
海
放
送
学
苑
講

師
・

県
生
涯
学
習
推
進
講
師

・

山
崎

全
正
先
生

受
講
料
無
料

会
初
夏
の
星
空
を
見
ま
せ
ん
か

。

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
使
つ
て
の
説

明
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
、
望
遠
鏡

で
観
測
も
し
ま
す
。

日
時

六
月
二
十
四
日
同

午
俵
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

場
所

図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

講
師

四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受
講
料

無
料

※
参
加
希
望
者
は
、
必
ず
事
前
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

七
月
三
日

倒

午
後
七
時
三
十
分
1

重
信
中
学
校
野
球
場

(雨
天
時
は
町
民
会
館
)

講
習
内
容

・
テ
ン
ト
の
設
営
方
法

.

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
l

の
留
意
点

。
直
接
重
中
野
球
場
に
御
集
合
下

さ
い
0

0
受
講
者
に
は
町
保
有
テ
ン
ト
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

。

(
一人
二
張
ま
で
)

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

日
時

場
所

募
集
人
員

七
名

応
募
資
格

大
学
生
(
短
大
・
専
門

学
校
も
可
)で
次
の
条
件
を
満
た

す
方
。

①
身
長
百
六
十
回
以
上
で

一
応

の
水
泳
(
平
泳
ぎ

・
ク
ロ

ー

ル
・
背
泳
ぎ
)が
で
き
る
。

②
期
間
中
休
ま
ず
に
勤
務
で
き

ヲ
匂。

①
健
康
で
責
任
感
が
あ
る
。

期
間

七
月
二
十
日
1

八
月
十
三

日
ま
で
の
毎
日
、
八
月
十
九
日

1

八
月
三
十
日
ま
で
の
水
・
土

・

日

曜
日

時
間

午
前
十

一
時
1

午
後
五
時
三
十
分
ま
で

日
当

六
千
円

応
募
手
続

六
月
三
十
日
ま
で
に

履
歴
書
を
社
会
教
育
課
ま
で
提

出
し
て
下
さ
い
。

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、
十

月

一
日
の
「
国
際

音
楽
の
日
」
を

記
念
し
て
、
こ
の
日
の
前
後
に

「
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

」

を
計
画
し
て
い
ま
す

。

つ
き
ま
し
て
は
、
企
画
運
営
を

す
る
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま

す
。

ご
希
望
の
方
は
六
月

二
十
三

日

ω
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

富
九
六
回
|

一
六

冨
九
六
四
1

六
九

一民前月九 間 協 主 会 九五
っそ ハ 会 凪 館午時日
面 る 菌 隠 一 後 \ (日)

l ゎ 碁重 階四
山古せ 整信器些
内主 先 至 竪 室 干
ぎ八 花分

日
時

場
所



知
っ
て
ま
す
か
?

高
齢
化
社
会
と
人
権
側

「
女
は
三
度
老
い
を
生
き
る
」と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、
海
部
内
閣
の
時

に
経
済
企
画
庁
長
官
を
務
め
た
こ

と
も
あ
る

高
原
須
美
子
さ
ん
と
い

う
人
の
『
女
は三
度
老
い
を
生
き
る
』

と
い
う
本
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
広
ま

っ
た
言
葉
で
す
。

最
近
で
は
、
「
女
は
三
度
老
い
を

迎
え
る
」
と
い
う
人
も
で
て
き
ま
し

た
。

と
も
に
、
現
在
の
高
齢
者
問
題

と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

言
葉
で

す
。
寝
た
き
り
と
か
痴
呆
と
か
で

介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
の

多
く
は
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
生
活

し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
お
年
寄
り
を
現
実
に
世
話
し

て
い
る
の
は

、
妻
、
娘
、
息
子
の
嫁

と
い
っ
た
よ
う
に

女
性
の
場
合
が
圧

倒
的
に
多
い
の
で
す
。

こ
れ
は

、

日

本
で
は
お
年
寄
り
の
世
話
は
長
男

の
嫁
の
仕
事

で
あ
る
と
い
う
伝
統

的
な
風
習
の
反
映
で
す
。

広報しげのぷ11 

ま
た
、
男
性
と
女
性
の
平
均
寿

命
の
違
い
と
結
婚
年
齢
の
違
い
か

ら
、
多
く
の
夫
婦
の
場
合
先
に
死

ぬ
の
は
夫
で
あ
る
と
い
う
実
態
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

「女
は
三
度
老
い
左
生
き
る
」
と
い

う

言
葉
の
意
味
は
、
女
性
は
ま
ず

、

娘
も
し
く
は
息
子
の
嫁
と
し
て

親
の
老
後
に
付
き
合
い
、
次
に
夫

の
老
後
を
み
と
り

、
最
後
に
自
分

自
身
の
老
後
を
迎
え
る

こ
と
を
表

し
た
も
の
で
す

。

で
す
か
ら
、

「
高
齢
者
問
題
は

女
性
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

る
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

全
国
的
な
統
計
を
見
る
と
、
「
寝

た
き
り
」
の
お
年
寄
り
が
約
七
O
万

e
D
向
山
市
兵
J

人
、
「
痴
呆
」の
お
年
寄
り
が
約
百

万
人
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
介
護

を
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

か
つ
て
は
年
を
と
っ
た
親
の
介
護

の
期
間
は
長
く
て
も

一
か
月
前
後

で
し
た
が

、

現
在
で
は

一
年
以
上

三
年
未
満
が
全
体
の

三
十
五
%
、

三
年
か
ら
五
年
未
満
が
十
八
%
、

五
年
以
上
十
年
未
満
が
十

三
%
、

十
年
以
上
が
十

二
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。

(
平
成
元
年
調
査
)

こ
う
な
り
ま
す
と
家
族
の
介
護

負
担
が
重
く
な
り
、
精
神
的

に
余

裕
が
な
く
な
り
、
家
族
や
親
族
問

の
不
和
が
生
じ
た
り
、
結
果
と
し

て
介
護
を
放
棄
し
て
施
設
に
あ
ず

け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
い
う

高
齢

者
の
人
格
無
視

が
生
じ
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
介
護
は

も
は
や
家
族
と
い
う
個
人
レ
ベ
ル

の
問
題
だ
け
で
な
く

、
社
会
全
体

で
お
世
話
す
る
シ
ス
テ
ム
(
社
会

的
親
孝
行
)
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
国

や
地
方
自
治
体
は
、
在
宅
福
祉

や

地
域
福
祉

の
充
実
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
単
に
施
設
や
シ
ス
テ
ム

を
整
備
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
と
日
常
的
に
接
し
、
高

齢
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
深
く
か

か
わ
る
ホ

1
ム

ヘ
ル
パ
ー

や
高
齢

者
施
設
な
ど
の
職
員
の
人
権
意
識

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
強
く
望
ま
れ

て
き
ま
す
。

昨
年
七
月
に
発
表
さ

れ
た
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

十
年
」
の
圏
内
行
動
計
画

は
、

こ

の
よ
う
な
視
点
か
ら

、
福
祉
施
設

関
係
者
に
対
す
る
人
権
教
育
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

本
年
二
月

、

埼
玉
県
で

二
人
の

女
子
中
学
生
が
独
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
に
金
を
無

心
、
こ
と
わ
ら

れ
る
と
殴
る
蜘
る
の
暴
力
を
加
え

死
亡
さ
せ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

特
異
な
例
で
は
あ
り
ま
す
が

、

改
め
て
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育

の
中
で
、
お
年
寄
り
を
大
切
に
す

る

心
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。

も
っ
と
も
っ
と
吾
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

い
ま
表
現
し
な
い
子
が
増
え
て
い
ま
す
・.. 

四
月
号
で
、
心
の
中
を

表
面
と
し
た
時
、

「
別
に
」
と
い
う言

に
出
さ
な
い
子
供
が
増
え
て
い
葉
が
返
っ
て
く
る

こ
と

が
あ
り

る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
今
ま
す

。

こ
れ
は
感
情
表
現
を
拒

回
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
否
し
た

言
葉
で
、
と
り
つ
く
島

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま

ず
、
保
健
室
登
校
の
子
供
た
と

え

「
むか
つ
く
」
と
い
う

た
ち
の
詩
集
「
空
に
な
り
た
い
」

言
葉
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
子

の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

供
の
口
か
ら
出
れ
ば
、
対
話
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら

、

そ
れ
は
感
情
の
表
現
な

の
で
す
か
ら
。

決
し

て
「
そ
ん
な

言
葉
を
使
つ

て
は
い
け
な
い
よ
」

と
言
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

ま
た
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

感
情
を
抑
え
る
こ
と
は
美
徳

と
さ
れ
て
き
ま
し
た

。

し
か
し

、

今
の
子
供
の
多
く
は
感
情
を
抑

え
続
け
て
毎
日
を
送
っ
て
い
る

の
で
す
。

普
通
の
子
が
「
キ
レ
る
」
と
い

う
不
幸
の
な
い
よ
う
に

、

う
れ
し

い
時
に
笑
え
て
悲
し
い
時
に
泣
け

る
、
感
情
表
現
豊
か
な
子
供
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

。
う
れ
し
い
時
に
笑
え
て

悲
し
い
時
に
泣
け
る

そ
ん
な
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
な
か
っ
た
り
す
る

。
泣
き
た
い
の
に
心
配
か
け
ま

い
と
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う

自
分
。

が
ん
ば
れ
、
と
言
わ

れ
る
と
苦
し
く
な
る
自
分

。

と
き
ど
き
ち
ょ
っ
と
休
み

た
く
な
る
自
分

。

子
供
に
よ

っ
て
は

、
感
情
を

表
面
に
出
さ
な
い
だ
け
で
は
な

く

、

反
対
の
感
情
を
表
現
し
て
、

自
分
の
本
当
の
感
情
を
隠
す
場

合
が
あ
る
の
で
す
。

気
に
な
っ
て
何
か
を
聞
こ
う

「声
か
け
運
動
』を
続
け
ま
し
ょ
う
。
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包
蔵
地
の
区
域
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で

あ
っ
た
「
播
磨
塚
古
墳
群
」
内
の

一

部
の
区
域
が
、
過
去
五
年
間
の
多

く
の
確
認
調
査
の
結
果
、
埋
蔵
文

化
財
の
出
土
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

重
信
町
文

化
財
保
護
審
議
会
の
審

議
結
果
を
県
文

化
財
保
護
課
に
報

告
し
、
平
成
十
年
四
月

二
十
日
受

付
に
よ

っ

て
、
下
の
地
図
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
包
蔵
地
外
と
な
っ

た
播
磨
台

・

上
樋
、
そ
し
て
北
野
台

団
地
内
で
の
新
改
築
、
工

事
等
の

と
き
、
確
認
調
査
は
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

た
だ
し
、
開
発
や
工

事
の
と
き

に
、
土
器
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た

ら
、

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
包
蔵
地
内
で
の
工
事
は
、

今
ま
で
ど
お
り
、
事
前
に
確
認
調

査
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

問

立
歴
史
民
俗
資
料
館

富
・
F

兼
九
六
四
1
0
七
O

一

休
館
日

月
曜
日

・

第
三
日
曜

日

・

祝
日
・
祝
日
の
代
替
え
日

『周知の埋蔵文化財包蔵地J 変更後位置図
一播磨台団地周辺ー

七
月
五
日
間

午
後

一
時
三
十
分
1

町
民
会
館
二
階

一
・

二
研
修
室

別
府
頼
雄
先
生

(
重
信
史
談
会
会
長
)

演
題

「
黒
船
外
交
と
松山
藩
」

共
催

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

聴
講
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

聴
講
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館

富
九
六
四
l

O
七
O

一

日
時

場
所

講
師

ゑ .'!
g やl
・ 4

t 主主
i手正予
1< イ、

新
刊
図
書
案
内

「
図
書
館
概
論
」
塩
見
昇

「
遺
一
一
=
口
書
の
書
き
方
実

例
事
典
」

「
昔
話
の
森
」
野村純

一

「
体
に
効
く
魚
」小
池
す
み
こ

「
上
手
な
包
丁
さ
ば
き
」
谷
島
せ
い
子

「
四
季
の
手
作
り
果
実
酒
」
大
海
淳

「
誰
で
も
楽
し
め
る
洋
ラ
ン
入
門
」

「イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
コ
ン
テ
ナ
野
菜

、
づ
く
り
」

「か
ら
く
り
玩具
を
つ
く
ろ
う
」
鎌
田
道
隆

「
歌
舞
伎
モ
ノ
が
た
り
」
織
田
紘二

「N
H
K

日
本
語
発
ア
ク
セ
ン
ト
辞
池
に

「
私
と
い
う
小
説
家
の
作
り
方
」
大
江
健
三
郎

「
日
本
の
生
活
道
具
百
科
」

「
子
ど
も
国
会
」肥
田
美
代
子

「N
H
K

や
っ
て
み
よ
、
つ
な
ん
で
も
実
験
」

「
生
活
を
み
な
お
し
て
み
よ
う
」

n
b
 側今

年
度
か
ら
利
用
者
の
-
Tズ
に

応
え
、
新
聞
等
に
よ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
を

一
般
、
児
童
用
に
購
入
、
か
ぼ

ち
ゃ
ん
号
で
各
地
区
を
巡
回
し
て
い

ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

図
書
寄
贈
お
礼

〈
個
人
〉

-
森
田
栄
子
さ
ん

.
神
野
昭
さ
ん
・
西
田

芳
子
さ
ん
・
越
智

一
裕
さ
ん
・
岡
田
咲
子

さ
ん
・
森
次
郎
さ
ん
・
中
波
大
さ
ん
.
池

川
孝
文
さ
ん
、
以
上
の
方
々
よ
り
図
書
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
み
1
レ
れ
ん
。
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大変お世話になります
衛生委員・母子保健推進員名簿 消防団役員名簿
地区名 氏名 住所 電話 役 1能 氏 名 住 月?

和田 克子 山之内 1476-1 964-0619 団 長 津川 義明 上村ー甲 891

111 之 内 高橋キヨ子 山之内3 11 964-8965 

水沼節子 山之内番外2-25 964-1912 

副団長 TÆ~ 岡 卓 樋口746-1
分団長 ~:Iニ 門 孝徳 牛ìtlJ665

分団長 小山 昌文 下林甲2058-1
磯金美年子 右E口752-2 964-8183 

指面 |コ
磯金美知子 樋口982-2 964-2368 

分団長 和田 邦夫 十通口378-2

第1 分団

古茂田品子 志津川 2 1 3-5 964-3441 

横 河 原 大西賢子 志津川249-6 964-0552 

近藤律子 志津川25 ト8 964-8801 

分団長 伊賀 義夫 横河原 1 330
第 i部 品Ij分団長 酒井 導明 山之内92

第訪日 副分団長 水田伸一 樋口 1 385 -1
第3部 品Ij分団長 渡部賢一 志津川614

岩川 静香 志津) 11590 964-6453 第4部 i量Ij分団長 岡本書摩雄 西岡797

ゴ，山z、 i章 )11 玉井 要 志津川804 964-6735 第5部 品Ij分団長 松末秀雄 横河原 194

越智維史 志津川 1 772 964-1426 

岡
丹生谷キヨ子 西岡 130 964-2430 

西
山内 美鈴 西岡 1 339-2 964-9748 

第6部 品IJ分団長 渡部 _�:E 志津川 179 ト l

第2分団

分団長 局須賀公 田窪 1 20 ト2

第 l 部 品IJ分団長 池川 義H~. 見奈良 1 0 1 6

播磨台団地
羽田好雄 西岡6 1 9-5 964-3756 

向井康雄 牛測 1 823- 14 964-9252 

第2音1) 自 Ij分団長 泉岡 田窪564
第3音1) 副分団長 高須賀隆利 牛ìt1J842-3

見 奈 良
局原 信之 見奈良458-2 964-8357 

久保昌美 見奈良 1 368 -1 964-5839 

第4部 品IJ分団長 藤岡 良信 南野田500

第5部 品Ij分団長 相原宏容E 北野 133652
第6部 品Ij分団長 中Jl I 4王íZ: 王t=己: 北野田 172-2

東 恭一 田窪 16 1 9 964-6194 第7音I1 品Ij分団長 野中 寛 牛i別 1 467

窪
二好明美 田窪 1 246-1 964-8852 

田
渡部昭子 田窪 1558 964-8855 

第3分団

分団長 1ìく升ニ 雅敏 下林甲 1634

海稲やす子 田窪1708 964-3570 

田 窪 田地 竹内 澄子 田窪 1 954-6 964-6104 

第 1 音1) 品Ij分団長 オ川氷、 光夫 上林甲28 1 2
第2音1) 品Ij分団長 司A社、: 11基一一 下林甲74-2
第3部 品Ij分団長 野首園蹟 上村甲95

山内 孝之 牛削485 964-8266 

牛 �lJ 重見康子 牛ìtリ 635 964-0797 交通指導員名簿
戒能 1:13子 牛 ìtlJ 1563-1 964-3720 役]蹴 氏名 住所

牛 淵 団地
芥川ス ガ子 牛削 1 957- 1 8 -224号 964-6797 

武智 義之 牛淵 1957-1 31 -359号 964-2236 

会 長 中奥 義信 横河原348-6
副会長 友近 保 南野田544

ペシ 伊 東 純朗 下林甲 1 671

南 野
東 j青春 南野田663 964-8304 

田
中内美智子 南野田290-3 964-1042 

指導員 渡部勝征 山之内 1 432
。 恒 |司 光行 柿口 1175

北 野
相原明子 北野 133 1 47 964-0840 

田
篠森愛子 野田 1丁目 1074-3 964-6789 

。 岡田 正 横河原 1 295-7
ク 佐伯 匡章 横河原355-69
イシ 末光柴次郎 志津川 6 11

上 樋 宮内律子 牛itlJ 1815-8 964-3814 。 一橋 市立博 志津川 1 7 11

北野台団地 伊藤和 也 野田 l丁目 1 005 -1 964-6993 

新 村守
相原千代美 北野田659 964-8396 

八塚慎二 北野田63 1 964-1292 

。 野村 良作 西岡 12 11-1
ィ? 高原 太郎 見奈良458- 1
イシ 上岡 政俊 田窪9 14
イシ iJ_J 内 徳美 田窪 1317

杉木時子 上林 |干' 858 964-8544 イシ 大北 義光 主|二 itlJ 1465 

上 4ホ 菅 11，奇律子 上林丙 111 964-5293 

八木 |監 j台 上林 l手'703 964-6888 

'シ 八木 里美 主|二 ìtlJ 773
ク 安井 1告一 北野田 1 52
イン 八塚 正 北野田825-1

~* 
原田 五よ位ヨー 下林 甲 1 487-1 964-8030 

下
竹村 町子 下林 l干' 2862 964-2732 

上 4寸
永野隆一 上村 甲434-3 964-3176 

倉瀬キヨミ 上村 l干'99 964-3596 

// 高須賀俊彦 上林甲3239
イシ 渡部 成一 上林甲 1665
// 白石健一 下林甲2379-3
// iキ ) 11 義明 上村ー甲 89 1
// 高須賀澄夫 上村甲527-1



Information 
未
利
用
旭
の

管
理
は
キ
チ
ン
と

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
及
び
良

好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
宅
地
化
さ
れ
た
状
態
に
あ
る

土
地
、
未
利
用
の
雑
種
地
、
耕
作

さ
れ
て
な
い
農
地
な
ど
に
雑
草
等

が
繁
茂
し
な
い
よ
う
に
所
有
者
、

管
理
者
等
は
常
に
適
正
に
管
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
所
有
地
に
は
雑
草
は

生
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

雑
草
等
が

繁
茂
し
て
お
り
ま
し
た

ら
速
や
か

に
除
去
し
て
下
さ
い
。

所
有
者
等
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
役
場
生
活
環
境
課
ま
で
連
絡
し

て
下
さ
い
。

あ
な
た
に
代
わ
っ
て

草
刈
り
い
た
し
ま
す

(
六1
十
月
)

松
山
流
域
森
林
組
合
で
は
、
未

利
用
地
等
の
雑
草
刈
り
を
い
た
し

ま
す
。

日
程
及
び
料
金
に
つ
い
て
は
、

電
話
に
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

人
夫
ご
希
望
の
方
は

松
山
流
域
森
林
組
合

富
九
六
回
|
二
O

ご

ま
で

児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

認
定
請
求
を
し
た
翌
月
か
ら
支

給
さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
手
当
は

、

毎
年
二

月

・

六
月
・
十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

既
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
は
、

三
歳
の
誕
生
月
分

ま
で
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

。
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

『六
月
は
現
況
届
提
出
月

』

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎

年
六
月
中
に
、
現
況
届
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前

年
の
所
得
状
況
と
六
月
一
日
現
在

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
届
け
で
す
。

こ
の
届
け
を

提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
六
月
以
降
の
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り

ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

現
在
受
給
中
の
方
へ
は
、
振
込

み
通
知
書
と
と
も
に
、
現
況
届
用

紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
六
月

三
十

日
ま
で
に
、
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

冨
九
六
回
1

二
O
O

一
間

内
線
二
五
五

「
ど
で
か
ぼ
ち
ゃ
」
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か

ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
の
苗
を
配
布
し
ま

す
。
ビ
ッ
グ
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
育
て
て

カ
ー

ニ
バ
ル
に参
加
し
ま
せ
ん
か
。

場
所

重
信
町
役
場

、

重
信
町
農

協
(
本
所
西
の
集
荷
場
、
北
吉
井・

南
吉
井

・
拝
志
・
上
村
の
各
支
所
)

日
時

月
曜
1

金
曜

役
場
午
前
八
時

三
十
分
1

午
後
五
時

農
協
午
前
九
時

1

午
後
五
時

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
農
業
後
継
者
協
議
会
事

務
局
(
役
場
産
業
課
)

冨
九
六
回
|

二
O
O
一
間

内
線
四
三
四

・

苗
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す。

六
月
中
旬
ま
で
に
お
越
し
下
さ
い0

・

本
年
は
九
月
十

三
日
に
ど
て
か

ぼ
ち
ゃ
カ
ー

ニ
バ
ル
を
行
う
予

定
で
す

。

水
道
課
だ
よ
り

左
記
の
業
者
を
五
月
一
日
付
け

で
重
信
町
水
道
工
事
業
者
に
指
定

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

附
設
備
社
お
お
、
?
え

松
山
市
来
住
町
六
四
四
|

五

冨
九
七
五
|
五

一
三
七

ま
た

、

宅
内
の
漏
水

、

修
理
、

水
の
出
が
悪
い
等
、
気
が
か
り
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
下
記
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

重
信
町
水
道
課

富
九
六
回
|
二
O
O

一
間

重
信
町
管
工
事
組
合

冨
九
六
O
|
五

六
七
七

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

(
一
般
寄
付
)

皿
ヶ
嶺
山
草
会

(
香
典
返
し
)

和
田

宗
雄
(
樋
口
)

亡
妻
・
カ
ズ
コ

宮
田
克
信
(

山
之
内
)

亡
兄

・

真
彦

露
口
富
勝
(
牛
測
)

亡
父

・

利
幸

渡
部
フ
サ
子
(
田
窪
)

亡
夫

・

嘉
照

つ
く
ろ
う
!

ク
リ
ア
な
電
波
環
境

電
波
は
ル
l

ル
を
守
っ
て

使
い
ま
し
ょ
う

不
法
電
波
は
み
ん
な
の
迷
惑
で

す
。

電
波
法
令
は
電
波
を
正
し
く

利
用
す
る
ル
l

ル
を
定
め
て
い
ま

し
山

す
。
ル
ー

ル
に
従
い
、
無
線
機
は

寸
ノ

免
許
を
受
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

一
弘E

電
波
利
用
保
護
旬
間

一
よ

六
月

一
日
1
十
日

一
し

郵
政
省
四
国
電
気
通
信
監
理
局

一
司

富
九
三
六
|

五
O
五

一

一
札

一
台
M

m
掛
制
叩L」

一
で

薄

型
日

一
し

l
b
J何事
七

一
な

の
持
円
。

弓

ぷ
ω

一
ず

4
、

一
必

交
通
事
一
践
の
発
信
表
況

一
知

1I
l
l
-
-

※
 

ヘm
J戸
時
一靴一切

一t
I一的

F
)
か
/童
心
行
一概

橋
氏
彰
昨
7ヰ
一
氾
て
/
』
一
同
一

踊

緩
デ
号
旦
杢

主
一
宝
仙

:44
4
d
M
/

平
「
L
I
L
-
-
「
L

-
4
稲
伊
一
一

生
一
者
一
者
一

ヲ
〆
一

一
発
一
死一傷一

死
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
管

内
の
仮
想
死
亡
事
故
(一
歩
間
違
え

れ
ば
死
亡
事
故
と
な
っ
て
い
た
事

故
)
は
、
二
十
八
件
発
生
。



之んな之どQ あんな之~{3

五
月
五
日

、

子
供
の
健
や
か

な
成
長
を
願
う
伝
統
行
事
「
菖

蒲
祭
」
が
牛
測
で
行
わ
れ
ま
し

-
ニ

た
。

り

毎
年
、
「
昭
和
の
名
行
司
」
と~
・

呼
ば
れ
た
立
行
司
二
十
四
代
式

弘

守
伊
之
助
さ
ん

(七
十
八
才
、
じ

岡
山
市
)
を
招
き
、
子
供
相
撲

大
会
を
行
っ
て
い
ま
す。

た

子
供
達
は

、

伊
之
助
さ
ん
の

つ

鮮
や
か
な
仕
切
り
で
、
元
気
に

こ

相
撲
を
と
り

、

会
場
を
沸
か
せ

6
1

て
い
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

実
施
に
伴
い
、
町
内
の
幼
稚
園

、

保
育
所
、
小
・
中
学
校
及
び
養

断
護
学
校
の
全
十
六
ヵ
所
で
、
松

諸
問
山
南
警
察
署

、

松
山

南
交
通
安

「
・
全
協
会

、

重
信
町
交
通
指
導
員

門

さ
ん
の
協
力
を
得
て

、

交
通
安

小
A
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
0

3

」

道
路
で
の
と
び
出
し
ゃ

、

悪

を
ふ
ざ
け
を
し
な
が
ら
の
通
行
は

手
大
変
危
険
で
す
。
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
l

ル
を
守

り
、

事
故
の
な
い
楽
し
い
生
活

を
送
り
ま

し
ょ
う

。

四
月
十
七
日
、
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た

ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
ボ
ラ
ン
テ

'

イ
ア

組
織
と
し
て
、
「
重
信
町
食
生
活
改
善

Jて

推
進
協
議
会
」
を
結
成
し
ま
し
た。

品
M

重
信
町
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、

手
口

お
隣
さ
ん
か
ら
お
向
か
い
さ
ん
へ
大
き
く
輸
を
広
一ぺ
汁

げ
な
が
ら

、

正
し
い
食
生
活

・

運
動

・
休
養
の
実

刈
コ

践
に
励
み
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

勺

b
現

そ
の
活
動
と
し
て
、
公
民
館
単
位
で
の
料

Y
.

理
講
習
会
や

、

月

一
回
、
八
十
才
以
上
の
独

し

居
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
活
動
を
予

I
ν

定
し
て
い
ま
す
。

主
ム

健
康
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
目
指
し
て
頑

十
i

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
M

食
生
活
や
運
動
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
は、

嘩
吻

一
度
講
習
会
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

会
員

禽
圭

一
向
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
勺

t
t

(
会
長
伊
賀
ツ
タ
ヱ
)

盟理仁出費imlN
日本一のはだか麦産地を育てよう
も連どど原た能 な上け 利 麦で
多休んが料 他 「今り村-を用こまム五
くのを販と、豊年、麦推をの ?12 月
/，-初子売し会年は行生進国催とで 三
与 日人 さた場お 、 っ産 し り、し戸 、 日

gi 高円 2UE ご重 iI4q 車両
晋 ー \ L_  (7、ま刻と 7 司 = 9

ごて手杯クはが 町 す谷 、 が刺さ回ふ

手 荒 2E45 整 2 0 2Z 考古 ?22
主るをぞ l 麦さ統 体か作 FF 平公

ソなをれ芸 とら付 XJJ '0 野園

学
校
っ
て楽

し
い
よ

五
月
二
十
日

、

南
吉
井
小

学
校
で
「

一
年
生
を
迎
え
る

会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た。

入
学
し
て

一
ヶ
月
余
り
、

学
校
生
活
に
も
少
し
慣
れ
た

新
一
年
生
は
、
な
か
よ
し
班

(十
i

十
三
人
の
た
て
わ
り
グ

ル
ー
プ
)
の
お
兄
さ
ん

・

お
姉

さ
ん
と

仲
良
く
、
缶
つ
み
・

ボ
ー
リ
ン
グ

・

カ

l

リ

ン

グ
・

ゴ
ル
フ
な
ど
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た

。(
表紙
写
真
関
連
)

)) 

※ 「犬のフン」は、飼い主の責任で始末しましよう白



戸籍の窓 (5月10固までの届出分)
お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます
住所 出生児 保護者 生年月日 住所 氏名 年令 死亡日

牛洲 谷川和哉 泰一 4/ 4 田 窪 中村ミサヲ 88 4/ 7 

下林 生J.\~~~利輝斗 早苗 4/ 4 見奈良 井上喜志松 73 4/15 

横河原 白jコ 恵海 {建現 4/ 5 圧l 窪 石崎正夫 76 4/16 

牛 i，/;リ 昇賢人 持軍ft 4/ 6 樋 !こ| 相 l 回寓平 91 4/17 

田 窪 阿部柔民 秀樹 4/ 6 田 窪 渡部嘉照 71 4/21 

志津川 白馬優ゆ 衣い {EI:I洋 4/12 志津川 清水ノブヨ 93 4/21 

牛 i刈 大西朔 圭 4/13 工|二 ì'/;リ 藤 111 ハツコ 78 4/25 

樋口 大野 み11さ印九 政彦 4/14 南野田 八;塚貞江 97 4/26 

志津川 池田篤あつ哉や 宜央 4/17 見奈良 八木幹雄 72 4/29 

志津川 古津未来 品~J名e手ゴ，じご、 4/18 北野田 武智茂 87 4β9 企満 l 歳

見奈良 川西fdtj 皇樹 4/20 

西岡 熊谷寅とも泰やす 岩アIて 4/21 

上林 森 イ疹

牛 i剃 大:1じ ツ子コ

68 4/29 

95 4/30 

佐々木 翼くん (H9.6 . 6生)里子回2丁目
「追い12L)、実っ12L)σ)毎C、

田窪 菅野真央 豊 4/21 

下林 森 結ゅう莱金 修二 4/27 

北野田 西山託金 貴宏 4/28 

牛 ì'/; IJ 松岡加代子

北野田 岩本卓雄

回 窪 手IJ泉ヨシヱ

59 

79 

88 

5/ 1 

5/ 1 

5/ 3 

元軍C2由ってね。J
(父・亮 母・美加)

見奈良 安整 は狐やと 義宏 5/ 2 北野田 大西十四~ 83 5/ 6 
掲紋ご希望の方はお誕生月の前月 1 0日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町長談までお送り下さい。

-
回曜) 行 事 名 時間 場 所 日(限) 行 事名 時間 場 所

1 休) 燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類) (全地区)
2 休) どでかぼち ゃ栽培教室 9:00~ 町民会館 が記;431芯雨JL:玩恨h五;五h言語長雨)
3 (金) 19{日) 一一一一一ー

出 菊づくり講座 13:30~15:30 町民会館 粗大ごみ(横河原区のみ)
当番医 くぼた内科松山市北梅本町ー970一0011親子小れあい広場 1 9 : 30~ 町民会館 a 

燃やさないごみ(空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区) 120(月) ご一み一収一集一休み
燃やさないごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(横河原区のみ) 当番医 藤石病院 重信町志津川 冨964-1234

5 {日) 粗ー大ごみ (横一河一原--区--の-み一) 一一一一一一一一一一一-2 1ω ぉ牒り教室④ 19: 30~ 町民会館

当番医辻井循環器科内科小児科重信町田窪 富964-0013 粗大ごみ (横河原区 、 田窪田地区を除く全地区)
6 {月) お喋り教室③ 19:30~ 町民会館 22休) 手一話一教室一一一一ー ー斗1 1一9:一00一~ 一 1町民会館
7 ω 星空教室③ [~~:~9~~~~]図書館
8 休) 手話教室 l ~9_:E9~ _ _ _ _l町民会館 移動図書館車 (志津川、八反地、西岡、堀池、牛湖、自衛隊官舎)

移動図書館車 (志津川、八反地、西岡、堀池、牛測、 自衛隊官舎) 1 23休) 移動図書館車 (上樋団地、播磨台団地、野田 1丁目、新村、北野田、南野田)

中央料理教室② 9:30~ 町民会館 心配ごと相談所 |刊 ・ 00~15 :00 1 町民会館
ー一一一一一 24佳) ー

9 休) 行政心配ごと相談所 13:00~ 15:00 町民会館 移動図書館車 (上村 、 下林、 上林)

移動図書館車 (上樋団地、播磨台団地、野田1 丁目、新村、北野田、南野田) 1 25出 男性料理教室 17 :00~ 町民会館
10幽 移動図書館車 (上村 、 下林、 上林) 燃やさないごみ(ぺットボトル、その他燃やさないごみ)(横河原区を除く全地区)

11出 粗大ごみ (田窪田地区のみ )

時'\'Jð弁:E竺'j ~*})[" 刊誌?竺~'':Jt.) ( i市河原IH~<空中胃 26旧) 時唾言要所:::: :[三:ト豆長:副唇函44F
12日厚手図貫主聖世一一一一一[~:~9三~6~:~91堕需型Dr:- 子供スポーツ大会

当番医 中川病院 松山市南梅本町 宮976-7811 当番医愛媛十全医療学院l付属病院川内町南方箇966一5011

13(月) 27(周 年金相談 1 0:00~18:00 役場2階
14ω 重信町立図書館特別休館日 ( 17 固まで) 28州 年金i 目吾火 ・ ・ d 

15休) ow q 以 1 0:00~12:00 役場2陪

16休;/ ~羽
17樹 30休)
18出 3 1恰) 固定資産税第2期 、 国民健康保険税第1期納期限

カ保健に関する行事は、 「わが家の健康カレンダー」をご覧下さい。 健康カレンターをお持ちでない時は、
お手数ですが役場福祉課までお越し下さ い。
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